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論文の内容の要旨

　本論文では，コンピュータに搭載されている大容量のメモリを利用して計算の申間結果を保存し再利用するこ

とで，プログラムの高速な実行を可能にする方式が提案されている。著者は，この方式を実際に論理回路のシミュ

レータに適用し，実際に処理系の試作を行って，方式の有効性を確認した結果を報告している。また，シミュレー

ション中に保存されるデータの表現を工夫して，この表現をリダクションするアルゴリズムを開発することによっ

て，シミュレータの高速化を可能にした結果についても詳細に説明を行なっている。

　ここで取り上げられている方式においては，中聞結果を保存する時点の実行コストと，これを再利用するため

に取り出すコストが，このような方式を使用しないで普通に計算する場合と比較して小さくなくてはならない。

著者が，この方式を適用している論理回路のシミュレータの場合には，実際にプログラムを作成する過程で，決

め細かな配慮がなされ，一定の性能が得られている。

　シミュレーションの対象とするハードウェアの分割は，本研究では，著者が手作業で行ない，分割されたモジュー

ルのサイズとシミュレーション時間の関係が詳細に評価されている。この結果，本方式が，論理回路シミュレー

ションについては，有効であるとの結果が示されている。実際的な問題として，実行中に，有隈なメモリに計算

の中間結果が入りきらなくなる場合の議論もされており，発生するパターンとこれを参照するパターンの関係も

解析されている。

審査の結果の要旨

　計算の中間結果を保存して再利用するという方式は，コンピュータのシステムの特定の領域では，よく使用さ

れているが，これを一般のプログラムの申で使用しようとする試みはあまり知られておらず，興味深い研究であ

る。論理回路シミュレーションの場合，モジュールを適切な境界で分割することが重要であり，今後はこの点が

解決するかどうかが重要であると思われるが，コンピュータのメモリが増大しつづけており，今後の応用が期待

される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認、める。
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